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２０１０年度 作品賞・業績賞 について 

～企画力・技術力・デザイン力向上の一環として表彰～ 

 

株式会社三菱地所設計では、企画力・技術力・デザイン力の一層の向上とその共有・伝承を目

的に、優れた作品や技術の社内表彰を毎年実施しております。今年も昨年に引き続き、    

馬場璋造氏、深尾精一氏をアドバイザーにお迎えし、作品賞の選考を行いました。また、優れ

た業績について、併せて表彰いたします。 

 

１．受賞作品（①所在地②用途③構造規模） 

【作品賞】 

〔最優秀作品賞〕  

「ACTIO 梅田東」 

①大阪市北区 ②共同住宅、診療所、物販店 ③RC 造一部Ｓ造、地上 13 階 

バルコニーに取り付けられた遮光とプライバシーに配慮した可動格子が特徴の賃貸用集合住宅。時間・

季節によってファサードに変化をもたらす斬新なアイディアと丁寧にまとめられたディテールが評価

された。常日頃の建築に対する真摯な姿勢が説得力を生み、新しい建築の立ち姿を実現した。 

 

〔優秀作品賞〕  

「日本輸送機株式会社 新本館」 

①京都府長岡京市 ②事務所、守衛室、車庫 ③SRC造一部RC・Ｓ造、地上５階塔屋１階 

整ったプロポーションや堅実なディテールに加え、使い勝手の良い自然換気にも配慮され、オーソドックス

な解き方だが、全体として高水準に仕上げ、社員の心の拠り所となり、長く受け継がれる本社屋を創出した。 

 

「豊洲フロント」 

①東京都江東区 ②事務所、店舗、保育所、駐車場 ③Ｓ造一部SRC造、地下２階地上15階塔屋２階 

街区の街並みを一体化させる積極的な外構計画によって、工場跡地に憩いのある自然環境を創造した。

メガプレートに基準階の効率性を追求することで、建物を低層に抑え地域に配慮するとともに、中央部

に設けたボイドが内部環境の向上にも寄与し、全体として内外に質の高い空間を提供している。 

 

〔作 品 賞〕  

「大鉄工業本社ビル」 

①大阪市淀川区 ②事務所 ③Ｓ造、地上７階塔屋１階 

１階部分の壁面緑化を外に対してだけでなく内部に対しても効果的に用い、地域と社員双方に働きかけ

る装置としたことが印象的。本社屋のエントランスとして、地域に寄与するオープンスペースを設ける

とともに、プロポーションの整ったファサードに仕上げている。 

 

「松竹倶楽部ビル」 

①東京都中央区 ②事務所、店舗（飲食） ③地下SRC造地上Ｓ造、地下１階地上10階 

建物の立ち位置を歌舞伎座の引き立て役とし、木挽町通りの「幟
のぼり

」に見立てたガラスの透過性や映り込み

を効果的に利用したファサードデザインが賑わいを演出した。限られた敷地ながらも事務所スペースをうま

く確保した意欲作である。 



 

「常陽銀行 みらい平支店」 

①茨城県つくばみらい市 ②事務所 ③ＲＣ造一部PC造、地上２階 

田園風景の残る地域性から、「土」の風合いを演出するレンガタイルでファサードを構成し、銀行の

地域の顔として信頼感の醸成や存在感を放つ施設に仕上げた。 

 

「聖母女学院藤森キャンパス ランドスケープ・リニューアル」 

①京都市伏見区 ②キャンパス ③正門エリア、幼稚園園庭エリア 

緑量をあえて減らし、明治のレンガ造建築である本館のシンボル性を際立たせる空間整理や効果的な

ライトアップの手法によって、キャンパスの魅力を高めるとともに学院の顔づくりに貢献した。 

 

【特 別 賞】  

「衆議院新議員会館（Ⅰ期竣工）」 

 

【業 績 賞】 

「明治大学中野キャンパス整備計画設計プロポーザル」 

 

「成都金融街都市計画コンペ」 

 

「東京国際空港（羽田）旅客ターミナルに係わる一連の CM 業務」 

 

「この数年の地域冷暖房施設の省エネルギーシステム構築と既設プラントの性能改善による環

境負荷低減への貢献に係わる一連の業績」 

 

２．各賞の趣旨 

｢作品賞｣ 当社の目指す作品性を有し、計画、設計、監理にわたるすべての職能技術の総合成果として

優れているもの。作品賞については、優れたものを｢優秀賞｣、特に優れたものを｢最優秀賞｣とする。 

｢業績賞｣ 作品以外の技術的成果のうち、社会・地球環境に貢献したものや社会的に高い評価を受けた

もの、社外コンペ・プロポーザルに当選したものおよびコンサルティング事業の中で、特に当社の社会

的評価を高めたものなど。 

今回、業績賞のなかでも、顕著な成果をあげた作品に「特別賞」を与えた。 

 

３．今年度の特徴と選考過程 

社内表彰は2001年の分社後今年で10度目。 

作品賞の対象は、大規模一般業務施設（6,000 ㎡以上）、一般業務施設、その他の一般建築、住宅、生産施

設、保存・リニューアル、ランドスケープの７部門別に、2010年１月～12月の間に竣工した作品。 

2011年１月の応募期間中に、大規模一般業務施設４作品、一般業務施設８作品、その他の一般建築４作品、

住宅５作品、生産施設１作品、保存・リニューアル２作品、ランドスケープ２作品の計26作品の応募があ

った。社内の選考委員会にて一次選考後、社外アドバイザーとして馬場璋造氏、深尾精一氏を招いて二次選

考のヒアリングを実施し、決定した。 

業績賞は、社内推薦と社外でのコンペ・プロポーザルや受賞実績などより、表彰規定に照らし選考した。 

以 上 

本件に関するお問い合わせ先  ㈱三菱地所設計 総務部（TEL ０３－３２８７－５５５９） 


